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臨床の貴重な経験に基づく珠玉の論文，臨床指標の検討のための緻密な研究論
文，貴重な資料など実に多彩な論文を掲載することができ，ご執筆の先生方に厚
く御礼申し上げたい。
巻頭言では，精神科専門医制度に関連して「患者や家族の苦悩を受け止める感

性と共感する能力」の涵養について詳述いただいた。この感性と共感能力に基づ
いた精神科医療改革の推進もまた喫緊の課題である。改正された精神保健福祉法
ではわが国が批准した国連の障害者権利条約に照らして，障害者の権利擁護の仕
組みが十分でなく，さらなる改正が急務であり，また，障害者の品位を傷つける
取扱いからの自由を保障するための個々の精神科病院の改革も必須である。しか
し，個々の精神科病院の在院日数や残留率などの情報開示さえほとんどなされて
いない現状の中で，後方支援病院などに移送せず，自院で完結した医療を実践し
ている一精神科病院の精神科救急入院病棟(患者：医師比が 16：1)の 1年時点の
残留率が 6.6%であると報告されたことは注目される。直近の精神保健福祉資料
によれば，患者：医師比がほぼ 48：1の診療体制での，1年の残留率はこの倍で
ある。16：1の一般科並みの医療や多職種の関与の重要性が示唆されていると言
える。さらに，1年越え症例の薬剤情報では，入院時すでに抗精神病薬が 3剤以
上で，クロールプロマジン換算で 1,200mg以上であることが指摘されている。1
年越えを防止するためには，ドーパミン受容体過感受性精神病の状態にある症例
が相当数含まれていると予想されるので，クロザピン療法も含めた集中的な精神
科急性期治療を実践できる高規格の医療施設の整備がなされる必要がある。
精神科治療の専門性の涵養には素晴らしい臨床的な実践に学ぶことが重要であ

るが，Wilson病で措置入院した症例に発達障害の有無を検討して薬物療法を施
行し，家族教育も含めた心理的介入によって衝動性のコントロールに導いた報告，
抗うつ薬抵抗性で，亜昏迷となった血液透析患者に対し，高 K血症にならない
ように工夫して mECTを安全に施行することができた報告，自閉スペクトラム
症でのカタトニアに対し mECTを適応し，著明改善に導くことができた報告な
どの原著論文は明日からの診療に役立つものと期待される。
本誌がお手元に届く頃には桜前線が北上し始めて，春本番となっていることを

期待したいが，激しい気象変動が続いている。くれぐれもご自愛いただきたい。
(M.M.)
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